
    

    

    

    

    

    

    

 

湖西市は、平成 22 年度、将来にわたって自立し、魅力あふれる活

力ある新しい湖西市を実現するため「新・湖西市総合計画」を策定

しました。この計画では、『市民協働で創る「市民が誇れる湖西市」』

を平成 32 年度までの湖西市の将来像に掲げ、みんなで一体となり、

まちの魅力を創造・発展させ、より良い湖西市にすることを目指し

ています。 

    

    

    

    

 

 

 



 

この指針は、「市民協働のあり方」について、市民のみな

さんと市との共通認識となる基本的な考え方を、市民協働の

疑問に答えるＱ＆Ａ形式で整理し、みんなで市民協働を進め

るための「道しるべ」としてまとめたものです。 
 

 

まちづくり 住み良いまち、豊かな地域社会をつくるための取り組み 

市民 市内に住所を有している個人、市内へ通勤又は通学する個人 

事業者 事業を行う個人または法人 

自治会等 
地域を中心に活動している地区自治会連合や自治会、町内

会。地域の各種団体も含む 

市民活動団体 
特定の目的のための活動団体、ＮＰＯ（民間非営利団体、法

人を含む）またはボランティア団体など 
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湖西市では、これまでも「自分たちのまちは、自分たちでつくる」という

意識のもと、様々な活動が自治会を中心に取り組まれてきました。今後も、

このような歴史の積み重ねの中から、お互いに良いところを持ち寄って「み

んなで一緒に住み良いまちをつくっていこう」という「市民協働」を育てて

いきます。 

市は、これまで自治会等を中心にまちづくりを進めてきました。 

今後は、さらに、より多くの市民や事業者、市民活動団体も協力した支え

合うまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

平成 23年に発足した「表鷲津地区安心・安全まちづ

くり協議会」は、地区内の安心・安全を共通の目的に

あいさつ運動を推進し、地区内の各種団体が責任と役

割を分担して活動しています。 

定例的な活動として、毎月 2 回、青色パトロールを

市や湖西警察署、湖西市防犯協会とも連携して一緒に

安心安全のまちづくりを進めています。 

 

協働事例協働事例協働事例協働事例①①①①    安心安心安心安心・・・・安全安全安全安全なななな住住住住みみみみ良良良良いまちをいまちをいまちをいまちを目指目指目指目指してしてしてして（（（（表鷲津地区表鷲津地区表鷲津地区表鷲津地区））））    
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市民・事業者・自治会等・市民活動団体・行政（国、県、市等）が、さら

に多くの市民協働の実践を積み重ねていくことで、地域における住民自治の

実現につながります。 
 

 

湖西市では、これまでの画一的な方法では解決できない、多様な市民ニー

ズや地域課題が多く、地域ごとの対応を求められています。 

だからこそ、市民ニーズを効果的に反映できる市民協働によるまちづくり

を進めます。 
 

 

今後、湖西市では、人口減少・少子高齢化社会の到来や景気の低迷などに

より、税収減と社会保障費の負担増が予測されます。より良いまちにするに

は、これまでの仕組みを見直し、自ら考え目標をもって行動するため、市民

協働によるまちづくりを進めることが必要な時代になりました。 
 

 

平成 24 年、新居北地区連合自治会では、湖西市新居

にある新居小学校北側の源太山を地震時の津波の避難

場所として活用できるよう避難路の整備を行いました。

整備には、６自治会（15町内会）や自主防災会など 90

名が参加しました。その後も、避難路は、新居小学校

PTAの奉仕活動が実施されるなど、さらに活動は広がり、

市民主体のまちづくりが進んでいます。 

この他に、新居地区の町内会や白須賀地区内でも同様

な取り組み事例があります。 

 

協働事例協働事例協働事例協働事例②②②②    命守命守命守命守るるるる避難路避難路避難路避難路のののの整備整備整備整備（（（（新居北地区新居北地区新居北地区新居北地区））））    
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湖西市は、平成 21 年に市民まちづくりアンケートを実施し、「住民参画・

協働についての基本的な考え方」 について調査しました。 

その結果、「これからのまちづくりには、住民の参画や協働が必要だと思い

ますか」という質問に対し、「そう思う」「まあそう思う」と回答した割合が

72%ありました。 

 

このことから、「まちづくりには住民の参画や協働が必要である」という市

民の思いが読み取れます。 
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市民協働は、『「協働の意識」を持ち、話し合い、やってみよう』という３

つの流れで進めていきます。 

① 意識を持とう！ 

それぞれの立場での「市民協働の意識」を整理しました。 

立 場 市民協働の意識 

市 民 

「自分たちでできることは、自分たちで行う」 

というまちづくりの主役としての意識を持ち、自治会な

どの地域活動や市民活動への参加  

事業者 積極的な地域社会への貢献  

自治会等 
地域の課題を市民同士が助け合い解決していくな

ど、住民自治の要としての役割  

市民活動団体 
多様化した住民ニーズに迅速かつ柔軟に対応するこ

とで、市民協働の推進に貢献  

湖西市 

市民協働の推進役としての自覚と実践 

市民・事業者・自治会等・市民活動団体の意識を高揚させ

るための積極的な情報提供 

② 話し合おう！ 

共通の目標を持つ者同士が、みんなで話し合います。 

③ やってみよう！ 

市民協働による活動をひとつずつ増やしていきます。 

 

 

 

 

市民協働することで 

住住住住みみみみ続続続続けたいけたいけたいけたい、、、、住住住住みみみみ良良良良いいいい湖西市湖西市湖西市湖西市をつくりましょうをつくりましょうをつくりましょうをつくりましょう。。。。 
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市民協働を進めるには、次の５つの基本的な考えがあり、市民協働を進め

るもの同士、このルールを理解することが重要です。    

① 相互理解 

お互いの特性（長所や短所・「できること」「できないこと」）を理解し尊重

し合い、役割分担を明確にします。 

② 自主性の尊重 

市民・事業者・自治会等・市民活動団体の活動が自主的かつ自己責任のも

とで行われていることを理解し、その主体性を尊重します。 

③ 対等な関係 

お互いが上下の関係ではなく、対等な関係を保つことに心がけます。 

特に市は、市民・事業者・自治会等・市民活動団体への支援者としてでは

なく、同じまちづくりの仲間としての意識を持ちます。 

④ 相互自立 

どちらかに依存するのではなく、お互いに自立した関係を保ちます。 

⑤ 情報の共有 

市民協働を推進するきっかけを生み出すために、お互いの情報を積極的に

公開し共有します。 

 

 

 

入出明湖会は、毎月、地域内の各種団体の代表や地元

の市議会議員が集まり、定例会を開いて、地域行事など

について話し合っています。この話し合いは、市民協働

を進めるために必要な情報の共有や相互理解を深める

ことができ、それぞれの団体が対等な関係で地域活動を

進めています。 

 

 

協働事例協働事例協働事例協働事例③③③③    入出明湖会入出明湖会入出明湖会入出明湖会のののの活動活動活動活動（（（（入出地区入出地区入出地区入出地区））））    
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湖西市の市民協働のイメージ図 

 

 

湖西市の市民協働は、市と自治会等だけでなく、より多くの市民、

事業者、市民活動団体が関わり合うイメージでまちづくりを推進し

ます。 

これまでの、それぞれが役割を担う地域社会から、みんなで協力

して支え合う地域社会を目指していきます。  


